
９月生まれのおともだち 

 〈１さいになりました〉  
 １８日 にしぐち みゆきさん 
 
 〈２さいになりました〉 

  ３０日 たむら ひまりさん 
 
  〈３さいになりました〉 
   ２日 たかはし えいじくん 
 

〈４さいになりました〉 
３日 おりかさ ひなさん 

  ７日 さかもと なおさん 
  ２６日 みうら ゆうしくん 
 

〈５さいになりました〉 
９日 えんどう ゆあさん 

  １３日 ささき ゆりあさん 
  ２１日 ささき ひでとくん 
  ２５日 やまざき えなさん 
 
  〈６さいになりました〉 
   １日 えんどう やまとくん 
   ２日 みちまた さくさん 
    
 
 
 

 

 

 
 

 

 

  

 

かていつうしん 
  ＮＯ.４４０ H２８,９,１ 山田町第一保育所 

         台風１０号が残したもの 

   台風１０号が去り山田町では大きな被害はなかったようですが、大きな川を擁している町村では増水、建物浸水の為に命を亡くされた

方もあったようで、心からお悔やみ申し上げます。情報では「未だかつて無い」雨量であるとか満潮時には「未だかつて無い」波の高さにな

る等という内容だったので、職員一同「未だかつて無い」大きさとはどういうもので、どういうことになるのか想像し難く、かつて故・阿部

所長が「想定外のことを想定しなければならない。」と言っておられたことを思い出し緊張しました。情報伝達もさりげなく交わし子ども達

に不安を与えないような対応を皆が心がけていたように思います。 

年に２回避難訓練を一緒に行っている地域の方から「土砂災害危険勧告」がだされたとの情報を得、近くの避難所へ避難する覚悟をしました。

保育所の裏山西側は「土砂災害危険区域」となっているのです。大きな荷物を持って避難所へ向かう方が保育所の前を通ります。雨が降る前

に、おうちに帰れる子は帰ったほうが良いと判断し各家庭に電話連絡をいれることにしました。昼食は早いけれど食べておいた方が良いと言

うと給食室からは「急いで食べれるようにしまーす。」と声がかかります。電話の文句は皆同じ分言で、との思いから理事長先生の元へ走り、

と連携プレイが始まり、あっという間に子ども達をおうちに帰すことができました。ご家庭のご協力に感謝いたします。一緒に避難所へ行く

覚悟をしていた職員達も嵐が来る前に家に入ることができたはずです。役場に報告。保育所を守ってくださいと仏さまにお願いをし保育所を

後にしました。台風が去った翌日は昨日のことが嘘のようにカラッと快晴・・・ですが、昨日の判断は間違っていないという安堵と地域の方

が保育所の子ども達をあんじ、心配してくださっていることがわかり胸が熱くなりました。職員間の連携もとても素早く冷静で感謝・感謝で

す。９月は２名の入所があり、在籍は８３名となりました。                            所長 舟田 昌子                                                                                                                                                                                                                                                    

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月の行事  

  ３日（土）保育参観・育児講座 

      （２，３，４，５歳児） 

  ７日（水）誕生会 

       避難訓練 

 １５日（水）ポニー触れ合い 

       県指導監査 

 １７日（土）山田秋祭り（虎まい） 

 ２４日（土）運動会総練習 

       （２，３，４，５歳児） 

２５日（日）運動会 

 

・毎週火曜日 英語保育 

・毎週木曜日 音楽保育 

 

 

８月の苦情はありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 




